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さ
い
た
ま
市
は
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
一
人
一
人
が
お
互
い
を
認
め
合

い
、
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
共
に
参
画

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
男
女
の
不
平
等
が
み
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
男
女

共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
基

本
目
標
を
定
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
さ

い
た
ま
市
を
築
い
て
い
く
た
め
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
と
し
て
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

Y o u & M e  I n f o r m a t i o n

私
自
身
や
身
近
な
人
々
の
経
験
だ

け
で
も
、
男
女
の
賃
金
格
差
、
子
育

て
・
介
護
に
よ
る
退
職
、
夫
や
恋
人

に
よ
る
暴
力
な
ど
多
く
の
問
題
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
日
本

の
現
状
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の

た
び
の
条
例
制
定
は
大
変
意
義
の
あ

る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

一
人
の
力
は
微
力
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
は
家
庭
、
そ
し
て
近
隣

の
交
友
関
係
や
職
場
な
ど
で
も
男
女

共
同
参
画
を
話
題
に
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。
誰
も
が
性
別
に
よ
る
理

不
尽
な
差
別
を
受
け
ず
、
い
き
い
き

と
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
が
実
現
す

る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
に
あ
た
っ
て

通信員
荻野瑛子さん

① 男女平等と人権尊重をす
すめるまちづくり

② 社会における制度や慣行
を見直し、多彩な生き方
が選択できるまちづくり

③ 政策・方針等の立案や決
定の場へ共に参画できる
まちづくり

④ 家庭生活と社会生活を両
立することができるまち
づくり

⑤ 男女が互いの性を理解し、
性と生殖に関し、自らの
決定が尊重され、生涯に
わたり健康な生活を営む
ことができるまちづくり

⑥ 国際社会の一員として国
際的協調をすすめるまち
づくり

市・市民・事業者の協働（パート
ナーシップ）で男女共同参画のま
ちづくりに取り組みます。

※
条
例
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
本
庁
舎
７
階
男
女

共
生
推
進
課
お
よ
び
各
区
役
所
資
料
ス
ポ
ッ
ト

等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。（
イ
ラ
ス
ト
は
通
信
員

の
相
馬
匡
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
）

※
条
例
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
さ
い
た
ま
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〉

h
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通信員
レポート

6つの基本目標

〒336-0932さいたま市緑区中尾1440-8
プラザイースト内　3Ｆ
TEL/048-875-9966
FAX/048-875-9960

男女共同参画のまちづくり応援施設
女性総合センター 女

ひと

・男
ひと

プラザ

館内には、情報コーナーや交流コーナーがあります。ぜひ、お気軽にお立ち寄りください。

〒338-0001さいたま市中央区上落合6-9-3
TEL/048-853-8231
FAX/048-853-8253

「さいたま市男女共同
参画のまちづくり
条例」が制定されました

だれもが
自分らしく
生きられる
まちづくり
をめざして

�〈地域デビューその前に、今、私にできること〉
講師：中村好江（L&C Planning Studio）

●開催日時 9月27日（土）13：30～15：30

�〈手びねりによるぐい呑み、小鉢の創作〉
指導：比護武司（㈲むさしのクラフトワークス）

●開催日時 10月4日（土）13：30～16：30

�〈地域デビュー実体験から〉
講師：鵜沼洸（さいたま市図書館友の会北浦和支部）

●開催日時 10月18日（土）13：30～15：30

�〈自作の器で手料理を楽しもう〉
指導：栗原美和（ＮＰＯ法人食生活カウンセラーの会）

●開催日時 10月25日（土）15：00～20：00

�のみプラザイーストで開催。（送迎バス有）

締切　9月17日（水）消印有効。

定員 20名　対象　主に50歳代の男性

費用 教材費・材料費（1,500円）

CRとは、言葉に出すことで悩みやストレスの

原因を自分自身で認識することです。

講師：須藤美恵子（カウンセラー）

●開催日時　9月18日、10月2日、16日、30日、

11月6日(木曜日・全5回）

10：00～12：00（託児有）

締切　9月8日（月）消印有効

定員 20名　

対象 40歳代までの子育て中の女性

女性の身近な法律を正しく知り、役に立つ知

識を身につけたい。そんなあなたに、経験豊か

な弁護士が分かりやすくお話しします。

講師：城口美恵子（弁護士）

●開催日時　9月25日（木）、26日（金）の全2回

9：30～11：30（託児有）

締切 9月10日（水）消印有効

定員 30名

※今年2月発行の第4号5Ｐの通信員レポート、「私らしく生きられるまち」にしていくのに必要なことは？に対する江島智子さんの記事について、以下
のとおり訂正します。
「自分の生き方に対する選択権」は自分自身に与えられているのだという私たち1人ひとりの意識が大事だと思います。

市民企画員セミナー「もう一歩踏み出し
たいお母さんの安心できる関係作り」
（CRグループの実践トレーニング）

◆女・男プラザのセミナー◆
「女性と法律」～知って得する法律講座～

◆女性総合センターのセミナー◆
男の人生塾「定年後の過ごし方をつかん
でいますか？」（全4回）

文 

文 

女性総合センター

スーパー
マーケット 上

落
合
公
園

八幡通
り

北
与
野

国
道
17
号

赤山通り

鴻
沼
川

プラザ
イースト浦
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東浦
和

原山市民プール

駒場スタジアム

緑区役所

緑消防署
国道463号

国道463号バイパス
第
二
産
業
道
路

中
央
通
り

与野図書館
下落合プール中央区役所

申込 往復はがきにセミナー名、住所、氏名（フ
リガナ）、年齢、電話番号、応募動機（託児
が必要な場合は子どもの氏名、年齢、性別
も）を記入し、各施設に送付して下さい。申
し込み多数の場合は抽選となります。

※詳しくは「市報さいたま」９月号をご覧ください。

産
業
道
路

女と男の
数字ワールド 1.32

ア
メ
リ
カ
で
は
、
父
親
を
は
じ
め
家
族
全
員

が
家
の
こ
と
を
手
伝
う
の
が
当
た
り
前
。
僕
も

子
ど
も
の
頃
か
ら
自
分
の
シ
ャ
ツ
を
洗
っ
た

り
、
お
皿
を
洗
っ
た
り
し
て
き
た
か
ら
、
一
通

り
の
家
事
は
で
き
ま
す
ね
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ

カ
で
は
自
立
し
た
個
人
と
し
て
生
き
て
い
く
に

は
、
経
済
的
な
自
立
だ
け
で
な
く
、
生
活
面
の

自
立
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

た
だ
、
日
本
の
男
性
の
場
合
は
残
業
が
多
い

の
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
残
業
時
間

が
も
っ
と
少
な
け
れ
ば
家
事
や
育
児
を
す
る
男

性
も
増
え
る
の
で
は
。
一
般
的
に
ア
メ
リ
カ
の

家
庭
で
は
、
2
人
分
の
収
入
が
必
要
と
な
る
の

で
、
男
性
も
女
性
も
働
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
正
社
員
の
残
業
時
間
が
日
本
と
比
較
す

る
と
少
な
い
の
で
、
男
性
も
家
事
や
育
児
が
で

き
る
の
で
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
必
要
と
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
の
に
、
公
立
保
育
園

の
数
が
少
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
日
本
の
公

立
保
育
園
の
レ
ベ
ル
は
と
て
も
高
い
の
で
、
も

っ
と
公
立
保
育
園
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
う
す
れ
ば
日
本
の
女
性
も
外
で
働
く
と
い
う

選
択
肢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

W o r l d  R e p o r t お国変われば
事
情
も
変
わ
る

アメリカ編

これなんの数字？

コンビニ
保険会社

男女共同参画のまち

協働
市民市

事業者

●一人の女性が一生の間に産む子どもの数です（合計特殊出生率）

１
９
８
９
年
、
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
た
「
１
・
５

７
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
を
ご
記
憶
の
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。
こ
の
年
、
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に

産
む
平
均
的
な
子
ど
も
の
数
を
示
す
「
合
計
特
殊
出

生
率
」
が
、
過
去
最
低
の
丙
午

ひ

の

え

馬う
ま

の
年
を
下
回
っ
た

こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以

降
も
出
生
率
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
り
、
２
０
０
２

年
に
は
１
・
３
２
を
記
録
し
ま
し
た
。

●
出
生
率
の
低
下
は
一
人
っ
子
が
増
え
た
か
ら
？

で
は
、
な
ぜ
出
生
率
は
こ
こ
ま
で
下
が
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
「
一
人
っ
子

が
増
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
」
と
い
う
声
で
す
。

そ
も
そ
も
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、
15
歳
か
ら
49

歳
ま
で
の
全
女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た
も

の
で
、
一
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
平
均
的
な
子
ど

も
の
数
に
相
当
し
ま
す
。

し
か
し
、「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
の
結
果
で
は
、

既
婚
女
性
が
実
際
に
産
ん
で
い
る
子
ど
も
の
数
は
、

過
去
20
年
間
、
平
均
し
て
２
・
２
人
と
変
わ
っ
て
い

な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
出
生
率
が
下
が
っ
た
要
因

の
一
つ
は
、
一
人
っ
子
が
増
え
た
か
ら
で
は
な
く
、

未
婚
化
、
晩
婚
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
働
く
女
性
が
増
え
る
と
少
子
化
が
加
速
す
る
？

未
婚
化
・
晩
婚
化
が
進
ん
で
き
た
要
因
の
一
つ

は
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
働
く
女
性
が
増
え

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
結
婚
し
て
働

き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
場
合
、
性

別
役
割
分
業
を
前
提
と
し
た
社
会
で
は
、
仕
事
と
家

事
・
育
児
の
両
立
が
大
変
に
な
っ
て
し
ま
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
で
き
た
ら
女
性
は
育
児
に
専
念
す
る
と

い
う
考
え
が
根
強
い
日
本
で
は
、
一
般
的
に
女
性
が

働
く
と
少
子
化
が
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
決
し
て
そ
れ
だ
け
が
原
因
で
あ
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
。

そ
の
例
と
し
て
、
都
道
府
県
別
の
比
較
で
は
、
女

性
の
労
働
力
率
が
高
い
県
ほ
ど
、
出
生
率
が
高
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
の
で
す
。
労
働
力
率
・
出
生

率
と
も
高
い
の
は
山
形
県
、
島
根
県
な
ど
で
、
埼
玉

県
は
ど
ち
ら
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
を
改

善
す
る
た
め
に
は
、
男
性
の
育
児
参
画
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
社
会
的
支
援
の
充
実
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

1947 1966 1971 2002

第1次ベビーブーム 
（1947～1949年） 
4.54（1947年） 

第2次ベビーブーム 
（1971～1974年） 
2.16（1971年） 
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　ひのえうま 
（1966年）1.58

　1.32 
（2002年） 

合
計
特
殊
出
生
率 

（年次） 

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」より 

アダム・コミサロフさん
（大宮区在住）


